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コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進



＝話の流れ＝
１ なぜ学校と地域の連携・協働が必要なのか
２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について
３ CSと地域学校協働活動の一体的推進事業
４ CSの経緯
５ 本日の研修における協議
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学校と地域が抱える

●地域社会のつながりや支え合いの希薄化
●地域の教育力の低下
●家庭教育の困難化
●学校が抱える課題の複雑化・困難化

課 題

学校と地域の連携・協働が必要

1 なぜ学校と地域の連携・協働が必要なのか

●他者と協働しながら未来を創り出し、課題を解決する力
の育成

●一層地域に開かれ、地域に信頼される学校づくりの推進
●社会全体で子どもたちを守る環境の整備

地域全体で 子供たちの成長を支え 地方を創生する



1 なぜ学校と地域の連携・協働が必要なのか

小学校35人学級における子供の多様性

「多様性の包摂」を目指す学校運営が重要
地域・社会との多様で豊かな関わり



学校と地域の連携・協働が必要

『目標』や『ビジョン』 の共有
※ 教育目標、目指す子供の姿

地域学校協働活動コミュニティ・スクール

具体的な取組として…

「地域とともにある学校づくり」
「学校を核とした地域づくり」 併せて実現

1 なぜ学校と地域の連携・協働が必要なのか



＝話の流れ＝
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５ 鹿児島県の現状について



学校運営協議会とは？
法律に基づき教育委員会により任命され

た委員が、一定の権限と責任をもって、学校
運営に参画する仕組み。
学校の運営とそのために必要な支援につ

いて協議する合議制の機関。

２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について

ＣＳ（コミュニティ・スクール）とは？
学校運営協議会を設置
している学校



学校運営協議会の意義とは？
① 学校の教育方針の決定や教育活動の
実践に、地域のニーズを的確かつ機動的
に反映させる。
【ガバナンスの強化】

② 保護者、地域住民等の協力を得て、 地
域ならではの創意工夫を生かした特色あ
る学校づくりや、児童生徒、学校及び地域
を取り巻く課題解決を図る。
【地域の人的・物的資源の活用】

２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について



１ 校長が作成する学校運営の
基本方針を承認する。

学校運営協議会の３つの機能とは？

２ 学校運営について、教育委員会又は
校長に意見を述べることができる。

３ 教職員の任用に関して、教育委員会規則で
定める事項について、教育委員会に意見を述
べることができる。

２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について



「目標やビジョン」を共有しながら、子供たち
の健全育成や学校運営の改善に取り組む

２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について



幅広い地域住民の参画を得て、 地域全体で子供たちの学び
や成長を支えるとともに、学校と地域が相互にパートナーとして
連携・協働して行う、学校内外における様々な活動

地域学校協働活動とは？
２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について



コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の
一体的な推進とは？
〇 これまでそれぞれで活動していた地域・団体等が「緩やか
なネットワーク」を形成

〇 共通の目標や課題のもと、一緒に、または連携して活動が
できる

相互の効果を高める⇒学校を核に地域を再構築
学校運営協議会 地域学校協働活動一体

２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について



地域と学校との間で、子供や学校をめぐる教育
的な課題や教育目標を共有した上で、必要とな
る教育活動を協議
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学校と地域が共有する教育目標を達成するための活動

２ CSと地域学校協働活動の一体的推進について
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こ れ ま で の 経 緯

地域による学校支援モデル事業Ｈ20～22年
度

かごしま学校応援団推進プロジェクトＨ22年度～

学校と地域をつなぐ人材養成事業Ｈ23年度～

県内全市町村に学校支援地域本部が設置Ｈ24年度～

学校応援団促進事業Ｈ26年度～

かごしま学校応援団推進事業
社会教育法の改正
「地域学校協働活動」の推進及び体制の整備

Ｈ29年度～

かごしま地域学校協働活動推進事業Ｒ２年度～

ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進事業Ｒ６年度～

ＣＳ・地域学校協働活動のこれまで

３ ＣSと地域学校協働活動の一体的推進事業



令和８年度 ＣＳと地域学校協働活動の一体的推進事業

１ 鹿児島県ＣＳ・地域学校協働活動推進委員会
⑴ 委 員 12人（関係団体、学校教育関係者等）
⑵ 開催時期 ８・１月
⑶ 内 容 「かごしまＣＳ・地域学校地域学校協働活動」

の推進に向けた方策について

２ かごしまＣＳ・地域学校協働活動関係課連絡会
⑴ 関係課 教職員課、義務教育課、高校教育課、特別支援教育課

保健体育課、文化財課、青少年男女共同参画課
くらし共生協働課、社会福祉課、子育て支援課
高齢者生き生き推進課、社会教育課

⑵ 開催時期 ５・２月
⑶ 内 容 本事業と関係のある「コミュニティ・スクールと地域学

校協働活動の一体的推進」、「社会に開かれた教育課程」
の実現等について緊密な情報共有、連携を図る。

３ ＣSと地域学校協働活動の一体的推進事業



３ かごしまＣＳ・地域学校協働活動研修会（県内３箇所）
⑴ 対象者 地域コーディネーター、地域学校協働活動推進員、教職員

行政職員、社会教育関係団体等
⑵ 期日・会場

□ 10月 １日(木) 知覧文化会館
□ 10月15日(木) 奄美図書館
□ 11月11日(水) カクイックス交流センター

４ Webによる広報啓発
CSと地域学校協働活動の一体的な推進の実践例等をもとに、今後の地域

と学校の連携・協働の在り方等の理解を図るWebによる広報啓発

5 モデル校事業
県立学校にＣＳを導入し、地域学校協働活動と一体的に推進することに

より、学校運営の改善・強化及び学校を核とした地域づくりを通して、グ
ローカルな人材を育成。

３ ＣSと地域学校協働活動の一体的推進事業



社会教育課「みんなでつくる学びの未来サイト」

３ ＣSと地域学校協働活動の一体的推進事業



パンフレット・事例・フォーラム等に関する内容を掲載
https://manabi-mirai.mext.go.jp/index.html

３ ＣSと地域学校協働活動の一体的推進事業

文部科学省「学校と地域でつまる学びの未来サイト」

https://manabi-mirai.mext.go.jp/index.html
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コミュニティ・スクールの導入状況について

４ CSの経緯

全国のＣＳ導入
22,009校 64.9％
小学校71.8％
中学校70.8%
義務教育学校81.1%

鹿児島県のＣＳ導入
527校 66.5％
小・中・義務教育学校76.3%

（令和７年５月１日時点）



コミュニティ・スクールのこれまでの主な経緯

地方教育行政の組織及び運営に関する法律【平成16年】
各教育委員会の判断により，学校運営協議会の設置（コミュニ
ティ・スクールの導入）を可能とする

地方教育行政の組織及び運営に関する法律【平成29年】
学校運営協議会の設置（コミュニティ・スクールの導入）を
努力義務化する

地方教育行政の組織及び運営に関する法律【令和８年】
学校運営協議会の承認事項に「業務量管理・健康確保措置の
実施に関する内容」を含める

４ CSの経緯



出典：文部科学省

４ CSの経緯



出典：文部科学省

法改正を踏まえた対応例

４ CSの経緯



出典：文部科学省

４ CSの経緯



出典：文部科学省

４ CSの経緯
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グループ協議の協議題
学校と地域の課題解決につながる熟議とは？

熟議とは、多くの当事者による「熟慮」と「討議」を重ね
ながら課題解決を目指す対話。
活発な議論により、的確に多くの人の意見を反映するこ
とができる。

５ 本日の研修における協議

出典：コミュニティ・スクール2015



●学校運営協議会における熟議の開催予定回数

５ 本日の研修における協議
回答：県内のCS78校

4校０回（開催しない）
3校１回
2校２回

24校３回
27校４回
18校５回以上

９５％の学校が、熟議を開催予定
開催予定の９３％の学校が３回以上

74校

県内の各学校における熟議の実施状況

69校



●熟議の参加者 [複数選択可]

５ 本日の研修における協議
回答：県内のCS78校

32校自校の校長、教頭
6校児童・生徒
6校市町村役場・教育委員会職員
5校自校の教職員
4校ＰＴＡ・保護者
2校近隣学校の教職員
1校その他（地区内３校の合同学校運営協議会）

委員のみの参加 34校 委員以外も参加 40校

委員以外も参加しての実施が半数を超える

21校
自校の校長・教頭以外
いずれかの参加

県内の各学校における熟議の実施状況



５ 本日の研修における協議

委員の属性の多様さと質の高い熟議に向けた学
校運営協議会の様子には、相関関係がある。

出典：文部科学省



●熟議のテーマ

５ 本日の研修における協議
回答：県内のCS78校

多数の意見
学力向上、総合的な学習の時間、郷土学習
地域行事・伝統、地域の人材・資源
通学区域・通学路の安全
学校の課題・困り事

少数の意見
情報機器（メディア）の適切な利用
予算配分、部活動の地域展開
ＰＴＡ活動、校則、防災、不登校
学校の在り方・地域が行きたくなる学校

県内の各学校における熟議の実施状況



●熟議で期待される効果 [複数選択可]

５ 本日の研修における協議
回答：県内のCS78校

66校多様な意見を収集することができる
59校地域や保護者の学校に対する理解が進む
49校参加者同士の信頼関係が構築される
47校合意形成が円滑に進み、協働活動の実効性が高まる
38校コミュニティ・スクールの浸透や周知につながる
0校その他

●熟議の実施における工夫
・中学校区内における小・中学校合同での実施
・部会ごとによる実施

県内の各学校における熟議の実施状況



学校と地域の課題解決につながる熟議に向けて

① 資源の共有

② ゴールの設定

③ テーマの設定

④ 多元的な参加者

４つの

５ 本日の研修における協議

人員、時間、予算、できること・負担が大きいこと

意思決定を目指す？ 相互理解・情報共有を目指す？

対等な関係を構築「防災」「地域行事」「伝統」

複数の思考や考え方に基づく、様々な立場の参加者



御清聴
ありがとうございました。

鹿 児 島 県 教 育 庁 社 会 教 育 課

令和８年度
かごしまＣＳ・地域学校協働活動研修会
コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進


